
嚥下障害の状態 

咽頭期の問題 

反射の惹起遅延 

舌根運動と咽頭収縮がきわめて悪い。 

喉頭の上方運動はあるが前方運動はない。 

食道入口部が開かず､喉頭蓋谷と梨状窩に多量残
留あり。 

 

頸部回旋により反対側の梨状窩を通過する。 

喉頭侵入や誤嚥はなし。  
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